
現状と課題

当面の改善方策 ～教育委員会・学校と大学の連携・協働による高度化

改革の方向性

教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策
について（平成24年8月28日 中央教育審議会答申）の概要

教員養成の改革の方向性 ： 教員養成を修士レベル化し、高度専門職業人として位置付け

◆多様な人材の登用の促進 ◆授業料減免や奨学金の活用等による学生の経済的負担の軽減について留意
◆教員免許更新制については、詳細な制度設計の際に更に検討
◆詳細な制度設計の際は、幼稚園教諭等、学校種や職種の特性に配慮するとともに、国公私の設置形態に留意

教員免許制度の改革の方向性 ：
「一般免許状（仮称）」、「基礎免許状（仮称）」、「専門免許状（仮称）」の創設

一般免許状(仮称)：探究力、新たな学びを展開できる実践的指導力、コミュニケーション力等を保証する、
標準的な免許状。学部4年に加え、1年から2年程度の修士レベルの課程での学修を標準。

基礎免許状(仮称)：教職に関する基礎的な知識･技能を保証。学士課程修了レベル。
専門免許状(仮称)：特定分野に関し高い専門性を証明。(分野は、学校経営、生徒指導、教科指導 等）

養成段階
（学部レベル）
◆学校現場での体験機会の充実等による
カリキュラムの改善、いじめ等の生徒
指導に係る実践力の向上

◆課程認定の厳格化等質保証の改革

（修士レベル）
◆教職大学院制度を発展・拡充し、全て
の都道府県に設置を推進
（現状:25大学（20都道府県）815人）

◆いじめ等の生徒指導に係る事例やノウ
ハウの集積等、教育研究の充実

◆大学院設置基準の大括り化等

◆専修免許状の在り方の見直し
（一定の実践的科目の必修化推進等）

◆学習科学等実践的な教育学研究の推進

◆柔軟かつ多様な大学間連携の推進

初任段階

◆教育委員会と大学との連携・協働によ
る初任段階の研修の高度化

◆初任段階の教員を複数年にわたり支援
する仕組みの構築

現職段階及び管理職の段階

（現職段階）
◆教育委員会と大学との連携・協働によ
る現職研修のプログラム化・単位化の
推進

（管理職段階）
◆マネジメント力を有する管理職の職能
開発のシステム化の推進

修士レベル化に向け、修士レベルの課程の質と量の充実、教育委員会と大学との連携・協働等、
段階的に取組を推進。主要な取組は、教育振興基本計画に盛り込む。

多様な人材の登用

◆社会人、理数系、
英語力のある人材
等多様な人材が教
職を志す仕組みの
検討

採用段階

◆大学での学習状況
の評価の反映等選
考方法の一層の改
善

グローバル化への対応
◆教員を志望する学生の海外留学を促進

特別支援教育の専門性向上
◆免許法認定講習の受講促進等の取組により、特別支援学校教諭免許状の取得率の向上

学校が魅力ある職場となるための支援、改善を進める上での留意事項
◆教員に優れた人材が得られるよう、教員給与等の処遇の在り方の検討や教職員配置など教育条件を整備

◆先導的な取組を支援するための事業の実施、大学院への派遣の促進や初任者研修をはじめとした教員研
修のより一層効果的な取組を推進するための研修等定数の改善、効果的な活用等の支援が必要

◆グローバル化など社会の急速な進展の中で人材育成像が変化しており、２１世紀を生き抜くための力を育
成するため、思考力・判断力・表現力等の育成など新たな学びに対応した指導力を身に付けることが必要

◆学校現場における諸課題の高度化・複雑化により、初任段階の教員が困難を抱えており、養成段階におけ
る実践的指導力の育成強化が必要

教育委員会と大学との連携・協働による教職生活の全体を通じた一体的な改革、新たな学びを支える教員
の養成と、学び続ける教員を支援する仕組みの構築（「学び続ける教員像」の確立）が必要

※「基礎免許状（仮称）」取得者が「一般免許状（仮称）」を取得する段階は、(ⅰ)採用前に取得、(ⅱ)採用後の初任者研修と連携し
た修士レベルの課程の修了により取得、(ⅲ)採用後一定期間のうちに修士レベルの課程等での学修により取得を想定

資料３（別紙１０）
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教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について（答申） 

（平成２４年８月２８日中央教育審議会）抜粋 

 

 

 

Ⅰ．現状と課題 

○ グローバル化や情報通信技術の進展、少子高齢化など社会の急激な変化に伴い、高度

化、複雑化する諸課題への対応が必要となっており、多様なベクトルが同時に存在・交

錯する、変化が激しく先行きが不透明な社会に移行しつつある。 

 

○ こうした中で、幅広い知識と柔軟な思考力に基づいて、知識を活用し、付加価値を生

み、イノベーションや新たな社会を創造していく人材や、国際的視野を持ち、個人や社

会の多様性を尊重しつつ、他者と協働して課題解決を行う人材が求められている。             

 

○ これに伴い、２１世紀を生き抜くための力を育成するため、これからの学校は、基礎

的・基本的な知識・技能の習得に加え、これらを活用して課題を解決するために必要な

思考力・判断力・表現力等の育成や学習意欲の向上、多様な人間関係を結んでいく力の

育成等を重視する必要がある。これらは、様々な言語活動や協働的な学習活動を通じて

効果的に育まれることに留意する必要がある。さらに、地域社会と一体となった子ども

の育成を重視する必要があり、地域社会の様々な機関等との連携の強化が不可欠である。 

 

○ また、学校現場では、いじめ・暴力行為・不登校等生徒指導上の諸課題への対応、特

別支援教育の充実、外国人児童生徒への対応、ＩＣＴの活用の要請をはじめ、複雑かつ

多様な課題に対応することが求められている。加えて、社会全体の高学歴化が進行する

中で教員の社会的地位の一層の向上を図ることの必要性も指摘されている。 

 

○ このため、教員がこうした課題に対応できる専門的知識・技能を向上させるとともに、

マネジメント力を有する校長のリーダーシップの下、地域の力を活用しながら、チーム

として組織的かつ効果的な対応を行う必要がある。     

 

○ もとより、教員の自己研鑽の意欲は高いものがあり、日本の授業研究の伝統は諸外国

からも注目され、こうした自主的な資質能力向上の取組がこれまで日本の教育の発展を

支えてきたとの指摘もある。今後、学校を取り巻く状況が大きく変化していく中で、そ

うした様々な校内・校外の自主的な活動を一層活性化し、教職員がチームとして力を発

揮していけるような環境の整備、教育委員会等による支援も必要である。 
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２．これからの教員に求められる資質能力 

○ これからの社会で求められる人材像を踏まえた教育の展開、学校現場の諸課題への対

応を図るためには、社会からの尊敬・信頼を受ける教員、思考力・判断力・表現力等を

育成する実践的指導力を有する教員、困難な課題に同僚と協働し、地域と連携して対応

する教員が必要である。     

 

○ また、教職生活全体を通じて、実践的指導力等を高めるとともに、社会の急速な進展

の中で、知識・技能の絶えざる刷新が必要であることから、教員が探究力を持ち、学び

続ける存在であることが不可欠である(「学び続ける教員像」の確立)。 

 

○ 上記を踏まえると、これからの教員に求められる資質能力は以下のように整理される。

これらは、それぞれ独立して存在するのではなく、省察する中で相互に関連し合いなが

ら形成されることに留意する必要がある。 

(ⅰ)教職に対する責任感、探究力、教職生活全体を通じて自主的に学び続ける力(使命感

や責任感、教育的愛情) 

 (ⅱ)専門職としての高度な知識・技能 

  ・ 教科や教職に関する高度な専門的知識(グローバル化、情報化、特別支援教育その

他の新たな課題に対応できる知識・技能を含む) 

  ・ 新たな学びを展開できる実践的指導力(基礎的・基本的な知識・技能の習得に加え

て思考力・判断力・表現力等を育成するため、知識・技能を活用する学習活動や課

題探究型の学習、協働的学びなどをデザインできる指導力) 

  ・ 教科指導、生徒指導、学級経営等を的確に実践できる力 

 (ⅲ)総合的な人間力(豊かな人間性や社会性、コミュニケーション力、同僚とチームで対

応する力、地域や社会の多様な組織等と連携・協働できる力) 

 

３．取り組むべき課題 

○ 今後、このような資質能力を有する、新たな学びを支える教員を養成するとともに、

「学び続ける教員像」の確立が必要である。     

 

○ 特に、教科や教職に関する高度な専門的知識や、新たな学びを展開できる実践的指導

力を育成するためには、教科や教職についての基礎・基本を踏まえた理論と実践の往還

による教員養成の高度化が必要である。（後略） 

 


